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一
回
融
制
…
一
税
制
一
立
地
方
附
加
税
の
禁
止
規
定

数
事
的
経
済
串
・
・
・
・
・
・
・
・
文
盟
主
博
士

園
際
債
格
の
理
論
-
-
-
-
-
-
文
問
中
博
士
高
田

議

叫

吻

閣

情

日
本
弘
海
上
保
険
の
起
原
費
達
議

緋

惜

錦

隊

世
界
の
食
撞
問
題
・
・
・
・
抑
制
湾
問
事
士

定

期

飛

行

機

の

職

能

・

経

済

事

士

女

給

税

に

就

て

経

済

棋

士

関
際
移
民
統
計
・
.

一
肘
曾
階
級
の
交
替
性
・

疾
病
統
計
瞥
見

近
著
外
関
経
済
雑
誌
主
要
論
題

法
事
博
士

経
済
皐
士

経済問中士

法
事
博
士
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雑

一
位
令
階
級
自
交
替
性

録

一
耽
曾
階
級
の
交
替
性盆

富良

雄

回

前

"= 1:3 

最
近
の
同
S
S
E
-
n
』

O
戸

Z
え
(
〈
三
田
凶
甲
)
に
、

zoコ
百
円

U51

r
q刊
に
」
よ
る
所
の
生
物
壊
的
視
察
に
蒸
け
る
枇
曾
階
級
の
交
替

ネ

性
を
暗
示
せ
る
一
論
文
が
あ
る
。
祉
曾
階
級
に
闘
す
る
研
究
の

盛
な
る
今
日
、
問
問
題
に
就
い
て
の
斯
る
見
解
も
亦
興
味
深
き

を
信
じ
て
.

以
下
氏
の
所
訟
を
紹
介
し
て
見
ゃ
う
。

「
枇
曾
皐
及
び
政
治
墜
に
於

τ
枇
舎
階
級
品
な
る
観
念
は
重
要

な
る
役
割
を
演
ピ
た
る
に
閥
ら
や
、
階
級
分
化
の
性
質
及
び
そ

の
扶
態
に
閲
す
る
科
皐
的
研
究
は
徐
り
停
在
し
な
い
。

マ
ル
ク

ス
及
び
そ
の
後
継
者
が
生
産
の
形
式
に
基
き
枇
舎
断
居
の
種
々

の
形
を
述
べ
ん
ル
」
試
み
た
が
、
然
し
多
少
近
代
的
欣
態

ι
於
て

は
遁
し
て
属
な
い
様
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
に
此
の
方
耐
の
研

究
の
不
振
た
る
理
由
は
、

一
に
祉
合
階
級
の
分
類
の
困
難
、

の
態
様
に
闘
す
る
観
察
分
析
及
び
記
録
の
一
般
に
承
認
せ
ら
れ そ

第
三
十
巻

五
E
O

第
三
競

。

た
る
方
法
が
存
在
し
・
な
い
事
賞
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

私
は
本
論
文
に
於
て
一
位
曾
階
級
制
の
移
動
の
程
度
を
秤
る
事

に
よ
っ
で
、
此
の
犬
問
湖
の
一
少
部
分
を
即
ち
一
位
曾
階
梯
の
賓

在
及
び
重
要
を
取
扱
は
ん
と
努
力
し
た
の
で
あ
る
。

同
職
業

ω人
々
の
圏
M

閣
は
向
事
項
に
就
い
て
は
怠
見
が
一
致

し
易
い
も
の
で
あ
る
事
賞
を
認
む
れ
ば
、
職
業
に
よ
つ
で
峨
括

的
に
は
人
の
生
活
綾
式
・
教
育
程
度
従
っ
て
そ
の
杜
合
階
級
山
が

推
論
せ
ら
れ
符
る
か
ち
し
亡
、
此
の
意
味
に
於
亡
職
業
の
様
式

に
よ
っ
て
表
は
さ
れ
百
八
園
穏
を
取
る
事
に
じ
た
の
で
あ
る
。
即

ち、
第
一
階
叔
・
・
・
・
・
・
白
血
職
業
者
、
雇
主

I
、
自
己
許
算
者

I
、

第
二
階
紋
:
:
・
雇
主
E
・
自
己
計
算
者
E
、
俸
給
生
活
者
、

第
三
階
級
・
・
・
・
・
・
賃
銀
生
活
者
、
熟
練
工
、
宇
熟
糠
工
、
不
熟
練
工
、

本
論
文
の
材
料
は
次
の
三
組
よ
り
成
る
。

照
査
に
劃
す
る
回
答
よ
り
得
ら
れ
か
る
材
料

リ

y
カ
l

y
政
舘
の
投
宿
人
原
簿

五
都
市
の
一
蹴
舎
欣
態
に
就
い
て
の
出
c
d
一
。
『
教
授
の
調

査
よ
り
得
ら
れ
た
る
材
料

A B C 

照

査
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此
の
材
料
は
一
九
二
七
乃
至
八
年
に
大
撃
の
教
授
及
び
皐

生
、
師
範
皐
校
の
教
師
、
第
ご
級
官
公
吏
及
び
他
の
俸
給
取
官

吏
、
及
び
賃
銀
生
活
者
に
就
き
蒐
集
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ

る
。
而
し
て
若
し
働
い
て
居
る
な
ら
ば
彼
等
の
父
、

父
系
組

父

母
系
組
火
、
兄
弟
姉
妹
陀
就
い
て
も
同
じ
く
蒐
集
せ
ら
れ

た
。
此
く
し
て
蒐
集
せ
ら
れ
た
る
人
々
の
職
業
別
、
性
別
を
一
示

せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

職率敬白
向

職

業

者

雇

主

澗

般
五
入
。

λ
七
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二
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λ 五ー

生~~~

た

子
二
五
二

五
三
七
一一一

凪日

雇

主

自
己
計
算
者

E

俸

給

生

活

者

賃

銀

生

活

者 E 

一ニ一一一

七
六
五

四
五
Q

ニ
七

昔十

一一・
λ

四
四

九
=
二

此
く
し
て
此
の
材
料
よ
り
一
一
一
世
代
に
豆
ゐ
夫
々
の
職
業
的
相

開
々
係
の
表
を
得
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
之
を
鰭
括
し
て
前
述

の
三
階
級
肥
大
別
し
百
分
比
を
以
て
そ
の
階
級
的
相
関
k

係
を

雑

刑
合
階
級
の
交
替
性

録

求
め
て
居
る
。
即
ち
、

l 子

13115T 
亡仁二工二互二二l

正直己

父

表

父

第一 第二 億三
階級 階級 階扱

母 第一階級 42.2 8.4 1.8 
系 第二階級 50.8 65.3 38.1 i乱
父 第三階級 7.0 26-4 60.1 

第

第
三
+
巻

五
五

父系刑1父

第階級一 管階・二被
第三
階級

'I(J: 第一階級 48目6 8.2 1.4 
系
第二階級 46.7 65・2 37・7

相l

父 第三階扱 4.7 26.6 60・9

表四f事

第

競



第

階

。

コ
級
一

V

第

階

一
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4
出「引

第
清
一
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一
!
」
引

一

一

剛

一

一

第

表
に
よ
れ
ば
第
一
階
級
の
子
の
一
一
一
%
が
第
三
階
級
の
親
を

持
つ
で
居
り
、
前
世
代
に
於
て
は
之
に
設
営
す
人
数
は
六
%
で

五衰

一 一一一一一一「
子

第

雑

鎌

融
合
階
殻
の
交
替
性

子

あ
る
。
若
し
一
世
代
飛
ん
で
子
主
祖
父
と
を
比
較
す
る
な
ら
ば

此
の
数
は
約
一
八
%
と
な
る
。
但
し
此
の
表
に
於
て
子
の
中
に

は
自
由
職
業
者
と
一
古
ふ
階
級
の
中
に
、
将
来
何
の
職
業
に
就
く

か
不
明
な
甚
だ
津
山
の
皐
生
ぞ
含
ん
で
居
る
事
は
注
意
し
て
置

か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
二
階
級
よ
り
第
一
階
級
へ
の
移
動
は
自
ら

相
営
大
で
あ
る
。
亦
組
父
の
時
代
に
於
け
る
階
級
聞
の
雑
婚
の

範
囲
に
就
い
て
の
麹
何
か
の
徴
候
は
表
四
よ
り
得
ら
れ
る
。
第

一
階
放
に
於
て
母
系
組
父
の
四
%
は
賃
銀
生
活
者
で
あ
り
、
自

第
三
十
巻

五
五

第
三
貌

一
一→ 一

白
川
川
業
者
が
同
階
放
に
封
ず
る
教
は
四
八
%
、
第
二
階
放
に
封

し
て
は
四
六
%
で
あ
る
に
比
し
て
、
第
三
階
級
に
封
し
て
は
儀

は
一
・
川
%
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
概
括
す
れ
ば
次
の
持
論
が
暗
示
せ
ち
れ
る
で
あ
ら

ぅ
。
邸
ち
第
三
階
級
よ
り
第
一
階
級
へ
の
上
昇
的
移
動
性
が
明

か
に
存
す
る
。
而
し
て
此
の
傾
向
ば
現
世
代
に
於
て
は
過
去
の

世
代
陀
於
け
る
よ
り
も
大
で
あ
る
様
で
あ
る
と
。

y
y
カ

l
y
旋
館
山
り
投
宿
人

私
は
従
来
職
業
内
存
在
す
る
枇
舎
居
が
見
ら
れ
得
る
報
告
を

得
ん
と
努
力
し
て
居
た
が
、
漸
く
H
Y
カ
l

y
技
館
の
投
宿
人

原
簿
に
よ
り
職
業
に
就
い
て
の
信
樹
し
得
ぺ
き
材
料
を
得
る
機

舎
を
得
た
。

一
八
八
六
乃
至
一
九
二
七
年
(
一
八
九
四
|
|
一
九

O 

一
九
一
ニ
ー
ー
ー
一
八
は
依
除
)
の
聞
に
投
宿
せ
る
者
の
職
業

ち
て
表
に
し
て
居
る
が
、
此
の
表
に
於
て
は
異
左
れ
る
階
級
問
の

割
合
の
礎
化
が
全
鱒
に
於
て
は
極
め
て
少
く
、
唯
現
在
に
於
て

ぱ
僧
侶
が
多
少
減
少
し
て
居
る
事
と
、
努
働
附
綾
が
旬
入
し
始

め
た
と
一
疋
ふ
徴
候
が
存
ず
る
の
で
あ
る
。
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此
の
材
料
は
ポ

I
ν
I
教
授
が
一
九
二
四
年
に
な
し
た
五
都

市
に
於
け
る

m働
附
級
人
口
の
枇
曾
的
境
遇
陀
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
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社
舎
階
級
の
交
替
位

録

此
の
表
に
」
り
暗
示
せ
ら
れ
る
多
〈
の
興
味
深
き
賭
の
中
氏

て
、
特
に
二
つ
に
就
い
て
述
べ
て
見
ゃ
う
。
第
一
に
場
働
階
級

の
第
二
階
級
に
上
り
つ

不
熟
械
工
の

あ
る
子
供
の
人
口
が
、

親
よ
り
の
問
%
か
ら
熟
練
工
の
親
よ
り
の
一
O
%
に
回
開
化
し
て

居
る
事
で
あ
る
o

第
一
階
級
へ
上
る
教
は
甚
だ
少
い
か
ら
無
税

し
て
よ
な
第
二
に
不
熟
練
工
・
と
し
て
は
、

彼
等
の
子
供
の
唯

一
八
丈
し
か
そ
の
階
級
に
洩
ら
歩
、
他
は
熟
練
工
と
な
る
事
賞

よ
h

り
し
て
、
不
熟
練
工
な
る
階
級
は
同
定
し
た
る
階
級

εば
な

い
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
但
し
此
の
結
論
は
、

調
査
の
時
期
に
家

庭
に
住
ん
で
居
た
子
供
に
就
い
て
の
み
カ
1
ド
が
蒐
集
せ
ら

れ
、
そ
し
て
多
く
の
場
合
に
分
対
が
困
難
で
あ
っ
た
と
云
ふ
制

限
を
受
け
る
事
は
注
意
kr-
要
す
る
の
で
あ
る
o
」

五

結

言

此
く
の
如
く
に
し
て
彼
は
結
論
に
到
達
し
て
居
る
。

即
ち

「
現
世
代
に
於
て
は
上
回
骨
的
移
動
位
が
増
大
す
る
様
で
あ
り
、

下
降
川
移
動
性
は
極
催
少
で
あ
っ
て
而
も
三
世
代
を
通
じ
亡
殆

ん
ど
恒
常
的
で
る
る
様
で
あ
る
o
」と。

第
一
ユ
+
巻

第

枕

ー
一一一

五
五
三

Bolton， Northampton， Reading， Stanley. 'Warrington 本



雑

録

統

計

拾

穂

抄

最
後
に
筆
を
摘
く
に
営
つ
で
、

二
百
私
を
し
て
批
判
せ
し
む

る
・
な
ら
ば
、

此
の
論
文
が
従
来
行
き
詰
り
を
な
し
て
居
だ
所
の

一
服
合
階
級
の
研
究
に
、
職
業
よ
り
之
を
分
析
す
る
即
ち
研
究
。

一
新
機
軸
を
開
拓
し
た
事
は

ι

伎
の
功
績
と
し
て
認
め
た
い
。

然
し
彼
が
用
ひ
た
材
料
に
於
て
、
そ
の
材
料
の
組
成
分
子
が

現
百
一
舵
曾
の
組
成
分
子
と
果
し
て
類
似
し
て
居
る
も
の
で
あ
ら

国
っ
か
、
詳
言
す
れ
ば
例
へ
ば
可
成
り
上
昇
的
移
動
性
多
き
愚
生

ト
一
明
寛
此
命
河
川
口
中
十
人
に
終
け
サ
よ
り
も
過
多
J
K
保
川
L
而
民
事
生

を
凡
て
第
一
階
綾
に
包
含
せ
し
め
て
居
る
結
果

緒
川
聞
に
於
て

上
昇
的
修
動
性
が
現
官
枇
舎
の
夫
よ
り
も
大
に
表
は
れ
来
り
し

傾
向
は
畑
、
い
で
あ
ら
う
か
。
私
は
此
の
黙
に
疑
を
懐
く
結
果

亦
結
論
を
も
直
ち
に
は
承
認
1

得
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

(五・ニ・一
O
)

;
;
;
;
j
j
j
i
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十
巻

五
五
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